
登別市地域福祉実践計画きずな（5 年目）全市計画 総合評価・実績【概要】         

    2021.08  

基本目標と基本計画 

評価 

R2年度の実績 
今後の推進強化項目 

（校区きずな活動に関連の深いもの） 
今年度 

（R2） 

昨年度

（R2） 

【基本目標１】きずなを育て確かめる ～福祉の意識と関心を高める取り組み～ 

 

1 きずな活動の推進 4 4 ●第 4期登別市地域福祉実践計画「きずな」の策定 

 ・新型コロナウイルス感染症の影響のため 1年延期 

●きずな活動の推進 

・きずなリーダー会議  2回開催 

・校区きずな推進委員会 7回開催 

・ふくし活動アイデア帳 4種 994部発行 

・Kizuna＆       3回/472部（1回当り）発行 

●きずな（地域）の拠点づくり 

・しゃべっ茶お（鷲別小学校区） 

延べ利用人数 44名／開催日数 4日 

●チャリティードライブインシアター（180台来場） 

●出前福祉講座（6小学校／参加者数 526人） 

●登別市ボランティアセンターGUIDE BOOKの発行（5,000

部） 

●サロンサポーター（409名） 

・第 4 期登別市地域福祉実践計画

「きずな」の策定 

・きずな推進委員会改選等による更

なる体制の強化 

・地域拠点における関係者等の協働

体制の強化 

・地域活動等に結びつく福祉教育の

推進 

・生活支援活動を担う人材の育成 

2 
きずな（地域）の拠

点づくり 
4 4 

3 
きずな共育（福祉

教育）の推進 
5 4 

4 

地域福祉活動を支

える人材・ボラン

ティアの育成                       

4 4 

 



基本目標と基本計画 

評価 

R2年度の実績 
今後の推進強化項目 

（校区きずな活動に関連の深いもの） 
今年度 

（R2） 

昨 年 度

（R1） 

【基本目標２】 きずなを護り強める ～支え合う地域をつくる取り組み～ 

 

5 
小地域ネットワー

ク活動の推進 
4 4 

●小地域ネットワーク活動推進事業 

・実施町内会数   79か所 

・きずなづくり台帳 総累計 7,374枚配布 

・きずな安心キット 総累計 4,251個配布 

●まごころお届けプロジェクト 

 ・実施団体等数   52団体等 

 ・配布枚数     2,740部（1回当り） 

 ・実施回数     18回 

●ふれあいいきいきサロン（44か所） 

・延べ 1,349回、13,324人参加 

●ふれあい子育てサロン（3か所） 

・延べ 56回、157人参加 

 

・小地域ネットワーク活動の全市

展開に向けた推進体制の強化 

・地域における各種活動と小地域

ネットワーク活動との連動 

・理学療法士や作業療法士等と連

携した「まごころお届けプロジ

ェクト」の実施 

・新しい生活様式に留意したサロ

ン活動の推進 

・登別市災害時受援計画と連動し

た登別市災害ボランティアセン

ター運営マニュアルの完成 

・地域や事業所の防災・減災力向

上のための協力 

6 社会参加の促進 4 4 

7 
孤立させない地域

づくり 
4 4 

8 防災活動の推進 4 4 

 

 



基本目標と基本計画 

評価 

R2年度の実績 
今後の推進強化項目 

（校区きずな活動に関連の深いもの） 
今年度

（R2） 

昨年度

（R1） 

【基本目標３】 きずなを紡ぎ支える ～困りごとを解決する取り組み～ 

 

9 
福祉相談体制の

強化 
5 4 

●生活あんしんサポートセンター調整件数    2,802件 

●新型コロナウイルス感染症特例貸付 相談件数 792件 

●地域拠点丸ごと支え合い事業 

・開催日数 96日、延べ利用会員数 671名 

・延べ運営 STAFF数 399名 

●鍵預かりサービス事業（実施地区 4か所） 

・事業協力員数 94名、利用登録者数 23名 

●暮らしを支え合う人づくり支援事業 

登別小学校区及び鷲別小学校区における買い物支援事

業の検討及び協議（校区きずな推進委員会で計 3回） 

●福祉用具の貸し出し 41件 

●応急生活支援事業 相談件数 25件 

●日常生活自立支援事業（道社協受託事業）活動数 611件 

●ファミリーサポートセンター（市受託事業） 

・活動件数 2,400件 

●地域活動支援センター（市受託事業） 

・延べ利用人数 2,108名 

●重度障がい児入浴サービス事業（市受託事業） 

・延べ利用人数 125名 

●通所介護事業 延べ利用人数 5,179名 

●居宅介護支援事業 計画作成数 715件 

・新型コロナウイルス感染症に伴

う緊急小口資金及び総合支援資

金の貸付による生活支援 

・応急生活支援事業（現物給付）

の拡充及び民生委員との連携体

制の構築 

・地域拠点丸ごと支え合い事業の

拡充 

・鍵預かりサービス事業の校区拡

大 

・タブレット端末を活用した高齢

者・民生委員・親族のネットワ

ーク強化 

・地域の互助関係による買い物代

行等生活支援活動の実施 

・受託事業及び介護事業と地域と

の連携体制の強化 

10 
地域包括ケアシ

ステムの構築 
4 3 

11 
暮らしを支える

福祉事業の実施 
5 4 



 

基本目標と基本計画 

評価 

R2年度の実績 
今後の推進強化項目 

（校区きずな活動に関連の深いもの） 
今年度

（R2） 

昨年度

（R1） 

【基本目標４】 きずなを結び深め広げる ～地域の協力体制をつくる取り組み～ 

 

12 
ボランティアセン

ター機能の充実 
4 4 

●ボランティアセンター調整件数 570件 

●NPO・ボランティア団体等の活動支援 

・ボランティア登録・把握団体数 57団体 

・個人ボランティア数 2,782名 

●きずなのまちづくり助成事業（24事業助成） 

・ありがとうメッセージ集の作成（250部） 

●生活困窮者等に対する安心サポート事業 4件 

・連携団体（市内社会福祉法人及び行政）との会議の 

開催 

●ふれあい・きずなショップ 

・4団体出店／12回開催 

 

・ボランティア活動に対する意

識向上及び醸成 

・コロナ禍におけるボランティ

ア活動を支援する ICT を活用

した取り組みの創設 

・社会福祉法人や行政等関係団

体及び連合町内会や民児協等

地域団体との連携強化 

・新型コロナウイルス感染症の

影響下における福祉情報の発

信力強化 

・社会福祉法人連携会議の設置 

13 

身近な暮らしの情

報ネットワークの

促進 

5 4 

14 
関係機関とのネッ

トワーク 
5 4 

 

 



基本目標と基本計画 

評価 

R2年度の実績 
今後の推進強化項目 

（校区きずな活動に関連の深いもの） 今年度

（R2） 

昨年度

（R1） 

【基本目標５】 きずなを高め保障する ～きずなの推進体制を確立する取り組み～ 

 

15 社協の基盤強化 3 3 
●社会福祉基金造成事業（3地区開催） 

・ビールパーティー、チャリティー市民演芸会ともに

コロナのため中止 

●会員会費推進事業 

・正会員   263件 実績 2,195,700円 

・賛助会員 361件 実績 1,101,000円 

●自主財源の確保に向けた取組み 

・ガチャガチャ募金、カレンダーリサイクル市等 

●日本福祉大学オンライン授業講師派遣 

●道社協主催コミュニティーソーシャルワーク実践者

養成研修講師派遣 

●北海道民生委員児童委員連盟研修テキスト作成協力 

●地域福祉コーディネーター調整件数 1,526件 

 

・市民に対する社協会員加入促

進の強化 

・地域と連携した自主財源確保

の取り組みの積極的推進 

・社会福祉基金取崩による財源

の確保 

・共同募金運動への協力 

・地域福祉実践計画の進捗管理 

16 財政基盤整備 4 4 

17 

地域福祉を推進す

るための職員の配

置と資質向上 

4 4 

18 

地域福祉実践計画

の進捗管理と地域

福祉計画との連携 

4 4 

※実施計画の内容等について、計画どおり実施されているかに焦点を当て 1～5点（5か年評価と同様／5点が高評価）で評価 

 


